
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまかぜ 

 

笠岡諸島ＮＥＷＳ 

第 271号 

2024.7.1 

笠岡諸島情報 
ネットワーク会議 

 6島のスケジュール 

準備段階の会議では、今話題の生成 AI も活躍しました。リーグ戦の効率の良い試

合組み合わせも、一瞬で答えを出してくれます。 

A・B・C・D・E・F の 6 チームでスポーツの総当りリーグ戦をします。 

試合を効率よく回すための対戦組み合わせを教えてください。 

6チーム（A, B, C, D, E, F）の総当たりリーグ戦の対戦組み合わせは、
各チームが 5試合行い、総試合数は 6*5/2=15試合になります。以下
に、対戦組み合わせを効率的に示します： 
第 1 ラウンド： A vs B C vs D E vs F 
第 2 ラウンド： A vs C B vs E D vs F  
第 3 ラウンド： A vs D B vs F C vs E ・・・ 

 ７月 10日（水）人権啓発「講話」（高島） 

７月 13日（土）白石踊鑑賞・体験ツアー（白石） 

７月 13日（土）・14日（日）諏訪神社 夏祭り（北木：大浦地区） 

７月 13日（土）・14日（日）嶋神社お祭り（飛島） 

７月 16日（火）浜のクリーン作戦（六島） 

6月中旬、北木西公民館主催でスポーツ大会が行われました。例年の競技種目はグ

ラウンドゴルフですが、今年は趣向を変えてボッチャを行いました。◆当日は 6 チー

ム総当たりとなり、初心者の方や上級者の方まで、勝敗抜きに白熱した勝負が繰り

広げられていました。◆優勝したチームの皆さん、おめでとうございます。また、多数

の参加をいただき、ありがとうございました。 

スポーツ大会開催 北木西 

 6 月 5 日 NHK の 1 週間ほどの撮影が終わりをむかえました。足しげく取材に来ら

れ、六島小学校での笑蓮（えれん）さんとの距離を縮められていたプロデューサー

の鈴木 花さん。関わることのない職業の大変さを身近に感じました。毎年水仙の

時期にテレビ取材されている幹助さんは撮影には慣れっこです。児童 2名の自然体

な部分が撮影出来ていると良いですね。放送日がとても楽しみです。 

撮影の日々 

５月 23日（水）お助け隊 

（島民との水仙折紙作りの撮影） 
白石踊の伝承活動として続けている、白石踊音頭道場が始ま

りました。今年から口説きと太鼓に合わせて踊りの練習も加

わり、６月１２日（水）から一緒に練習しています。 

７月１３日（土）に行われる白石踊鑑賞・体験ツアーやお盆に

向けて毎週水曜日の夜に続けます。ユネスコ無形文化遺産

風流踊認定をきっかけに、白石踊の伝承に新たな気持ちで保

存活動に取り組んでいます。キャンドルロードも再開します。 

白石  
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 ６月１１日（火）に山歩きをしました。４月下旬の予定でしたが、天候不良のため延
期を繰り返し、この日は真夏日となってしまいました。「ジャングルツアーを企画した
らええな。」と言いながら、枝切鋏等も使って背丈ほども伸びた草をかき分けて進み
ました。倉敷の重井薬用植物園でボランティアガイドをされている森下氏に同行を
お願いして、野草について解説していただきました。ポツンと一株、コクランが木の
根元に生えていたので目印を残しました。「まるどうさま」から一旦浜に降り、違う道
からまた登りましたが、３年前よりかなり鬱蒼としていました。ウラシマソウが一本だ
け生えていて、花期が過ぎてそのユニークな姿が見られなかったのが残念でした。 

 

コクラン（黒蘭） 

真鍋島

三洋汽船 北木大浦港の回漕店について、この度今までお世話をして下さっていた

山本さんから岩谷栄二さんに交代する事となりました。切符の購入などは今までと

同じで、岩谷さんがお休みの時などは代理の方がおられますが不在のときもあるよ

うなので変則的に船内で切符の購入となることもあるそうです。（事前に分かる時は

張り紙でお知らせをして下さいます⇐写真右端）回漕店内もガラッと模様替えをして

おりました！！皆さまもぜひ一度立ち寄ってみてくださいね(^▽^) 

北木 

６月２日（日）高島消防団、毎月定例の訓練が行われました。今月は神外分団

の応援で市水は使えないので井戸水を使って１０数年ぶりに放水訓練を行い、ホ

ースの破れ有無の点検も出来た様でした。ホースの先端は水圧が有り重く女性一

人では自由に動かせないので二人で持ちました。今月よりＯＢの方４人が再入団

されたのでとても心強いです。島嶼部は外部からの応援には時間を要します。そ

れぞれの役割を確認しながら訓練を重ね、災害時に備えて行けたらと思います。 

久々の放水訓練 

高島 

アカメガシワ 笹の葉 ススキの葉 

 ６月の飛島では、旧暦の端午の節句に向けてちまき作りを各家庭で行います。飛

島の中でも、地域や家庭ごとにやり方や形が違います。また、神様や仏壇にお供

えする形も違っていて、ちまきのあんこなしをお供えしたり、あんこありをお供えした

りするとこもあるそうです。あんこありにしているのは、祖先の皆様にもおいしいも

のを食べさせてあげようとしているからだそうです。飛島のちまき作りはそれぞれ

の家ごとで、文化伝承してきた大切な風習です。今年は特に、イノシシ被害も関係

していて大飛島では、笹がほとんど採れません。小飛島まで取りに行ってしている

ところもあれば、笹の代わりにヨシを使って、工夫を凝らしてちまきを作っています。

環境も変わって伝承の残すことも難しくなっていますが、大切にしたい風習です。 

３種類の葉っぱを 

使って、あんこ入り 

の団子入れて、 

結ったら完成です。 


